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(開会 午前１０時００分)

○福原委員長 おはようございます。

ただ今から、新病院建設基本計画に関する調査特別委員会を開会致します。

本日の委員会は第２回目でございます。

直ちに会議を開きます。

本日は、調査報告書(案)作成のため、まとめのご意見を集約したいと思いますが、ご意

見ありませんか。

梶谷委員。

○梶谷委員 今回の特別委員会のこの進め方について、委員長お話ありました。まとめに

対する意見を述べていただきたいというお諮りですよね。

まとめということは、２年間かけてわずか１回の委員会を開催し、そしてまとめに入る

ということは、内容的にはいかがなものかと。

特にこの特別委員会は、議長の発議をもって、大義をきちっとしたうえで、この特別委

員会を設置したわけなんですよね。そういう大事な委員会でありながら、２年間かけて１

回の仕儀をして、十分特別委員会が用をなしたというお考えでしょうか。これ、委員長に

対しての質問でございます。

それともう一つ、併せてね、特別委員会が今まで設置されて以来、会議が運ばれてこな

かった諸般の事情っていうのは、私なりに分析はしております。理事者側の新病院に対す

る考え方を明示されないままに、しかも開会して、この委員会がどういう議論するかとい

う、明確なものが得られないために、委員長もおそらく開会を躊躇されたのではないかな

と、そういうふうに思っております。

ですから、そういうものを踏んで、病院に対する町民の不安とね、心配、不安、そうし

たものがどんどんどんどん上がっている中で、この特別委員会本当に用をなしたのかって

いう疑問を、私自身の話を含めましてね、考えております。

ただ、その過程の中で、この２年間の中で、特に最近議長からの病院に対する協議だと

か、意見だとか、あるいはこれからの考え方だとかというものが示されているんですよね。

特に私大事ないと思うんだけれども、この１０月３１日に我々に配布された、これ協議会

なんですけどね、配布された資料の中には、伊藤幸司と堺繁光の連名で、新病院に関する、

建設に関する調査特別委員会を新たに設けようという提案がされてるんですよ。

なら、そういうものを踏まえた時に、議長は大義を持って特別委員会を設置したという

ことを踏まえて、この委員会に対して本当に用をなしたのかどうか、目的を達成されたか

ら改めて議長、あるいは副議長の名前でね、こういう提案されたのか、その辺の兼ね合い

ってのは、ちょっとわかんないんですよ。非常に問題は私は大きいと思うんです。

繰り返しますけどね、２年間、大義を持って特別委員会を設置したにも関わらず、わず

か１度の会議でこのようなまとめに入るってことは、何をまとめるんですか。その辺にも

疑問ありますんで、本委員長、本委員会の委員長と、それから議長の考え方を説明してい

ただきたいと思います。

○福原委員長 １点目、２点目、委員長の私の方からお答えを申し上げます。

一番苦しんできたのは、開催できなくて今日を迎えたということでございます。なぜか

と言いますと、病院をつくるということが大前提でございますから、そこでいろいろと発

生した現象に対して、私達が考える何物もなかったわけでございます。それで、病院をど

うつくるかということの審議を進めたかったと。

しかし、なかなかその調整がつかなかったということも現実でございます。それでまと
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めをするということは、これは邪道だと私は思ってますけれども、やはり、皆様方の意見

で、考え方で、私は特別委員会の委員長に推挙したということであれば、私自身が、やは

りこの業務をまっとうできなかったということであれば、潔くこの場で閉めることが望ま

しいというふうに考えました。

また、もう一つは、この病院建設という根本的なことを、私達はつくらなければならな

かったんではないかと、審議しなければならなかった。その審議の内容というのは、どう

いう病院を将来は、人口減少だけれども、どういう、そのために病院をつくるのかという

青写真が全く審議できなかったということです。このことは、一番苦しかったわけでござ

います。

わざわざ視察も行きました。移転の場所も決めました。突然の凍結でございました。そ

んな中でまとめることは苦渋の思いでございます。

それともう１点目、調整していた中で、説明員が登壇していただけなかったということ

も、これもやはり苦渋でございました、苦しかったです。何のために事務局が誠心誠意調

整をして今日の日を迎えたかということでは、ものすごく疑義ございました。

しかし、今日の日にちは設定されて、今後のことを次の方に委ねるという考え方も私は

ございますが、力がないものでございますから。そんなことで、そういうことであれば、

そのような判断で今日は皆様方とフリートーキングという形を設けた、考え方で設けてま

した。そのことをここのとこにメモって、今日は迎えたわけでございます。

それで、今日は皆様方から、今梶谷委員が言われたようなことを、忌憚のない形でご意

見を出していただいて、それを報告書にきちんと明記して、町の方で、やはり襟を正して

これから前に進む、そういう形をとりたいものだと思いますので、まずは私の答弁はこの

程度にさせていただきたいと思います。

○福原委員長 暫時休憩致します。

(休憩 午前１０時０９分)

(再開 午前１０時１１分)

○福原委員長 再開致します。

梶谷委員。

○梶谷委員 私の質問に対しまして、それぞれの立場からお考えを聞かせていただきまし

た。

いずれにしましても、わからないわけではないんです。そういう考え方を持っていたら、

この２年間の間に委員長と議長との間で、どうしたらいいのかという話はなかったんです

か。まずそこを、それをお尋ねします。

○福原委員長 お答え致します。これは、数回議長とは、調整のための話し合いを致して

きました。事務局もそのような心づもりでおりました。

先ほど議長が休憩中に述べましたとおり、考え方の根本が少しだけ違ってたということ

です。どこが違っていたかというと、提示されて病院をつくる、案を提示されて病院を建

設しましょうやという考え方、私の考え方は、特別委員会の委員長としての考え方として

は、その案と自分達の考え方、委員の考え方をどうとりまとめて新病院建設へ持っていく

かと。この微妙なずれが生じたわけでございます。ここが、意見の一致を見なかったわけ

でございますけれども、今日は改めて、ああ、やはりそこだったのかなあというふうに、

休憩中に議長が述べたことで思い当たりました。やはり原点に返って、改めて新病院建設
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にまい進するべきだなあと、私は思っております。答弁終わります。

他にありませんか。

梶谷委員。

○梶谷委員 委員長と議長の間で、それなりに意見交換されたやに聞いております。もし

ね、そうだとすれば、こういう状態を打開するために、大義を持って特別委員会を設置し

た議長から、きちっとした方向付けをして、これなら駄目だっていう話になったんですか。

今日の話を想像してみますとね、何かこう、委員長の話では、もうこの委員会は閉める

んだという話が主体だと思うんですよ。だとすればね、言葉の端々にありましたように、

松前の新しい病院はどうあるべきかっていうものをつくるために、改めて望むっていう考

え方であればね、現在の特別委員会、その方向で進めてきたらいいんじゃなかったの、そ

うじゃないの。

ここでこういう話してたら、改めて議長が言われるようなね、特別委員会を設置しなけ

ればいけない理由ってなんなの。このタイトルは、正に新病院建設に関する調査特別委員

会っていう、現在の委員会の名称でしょう。そうじゃないの、はっきりしてるでしょう。

前回の設置の新病院建設に関する調査特別委員会って言ってますよ。

だから、そうであればね、まあ、今のような状態が続くとすれば、本当に理事者側が財

政の問題だとか、いろいろな要件を踏まえて今のような表現しかできないんであれば、松

前町民は本当に不安を持って、この地域病院の砦となるべき町立病院が、このままでいい

のかなって心配されてるんだから、それに向かって、やっぱり答えを出すように議会とし

ては議論をしてね、行政執行者に対して、町民はこういう病院を望んでいるんだっていう

ものを示して、あえてその方向で行政サイドで、これからの病院は、こういうふうにする

べく取り組んでいくんだっていうものが出てくる可能性だってあるでしょう。

今、この病院を、もといこの委員会をね、カットして、終了して、改めて同じ委員会を

設置することになるんですよ、特別委員会。その中で議論するとなれば、おっしゃるよう

に、新しい松前町の病院はこうあってほしいという願いを込めながら、おそらく議論を重

ねると思うんだ。それを踏まえて、理事者側は町民の願い、あるいは議会の総意でこうい

う病院を望むんであれば、やはりこの現状を少しでも早く打破するためには、やはり新し

い病院の設置基本構想っていうのを踏まえて、新築に向けて行動をおこしていくことは、

私は考える。そう考えるから議長も委員長もね、この方向に進もうとしてるんでしょう。

この委員会でできないの、できるでしょう。

逆に言ったら、何でそういう話が前に出なかったか。むしろ今までそれが言葉悪いです

けどね、ほったらかしでしょう。

まあ、過去に議長が何回か我々に対して意見を聞きたいとか、あるいは協議したいとか

っていう、何回か招集あったけど、何か実りありましたか。何のために俺ら、議長に招集

されてああいう形で集まったのか、未だに私疑問持ってますよ。今更こんな話ってのは、

本当にお粗末な話だ。

どうですか、今の特別委員会をね、解散して、あえて新しい特別委員会をつくるってい

うことに対してね、皆さんがどう考えられているかわかりませんけども、私なら今の委員

会のままでね、その考え方がきちっとしているんであれば、その方向に、本当に急いで議

論を重ねてね、そして為政者、行政側に対してもね、やはり尻を叩くっていう言葉はあま

り使いたくはないんですけども、きちっとした松前の将来、病院のあるべき姿を踏まえて、

意をする執行に臨んでほしいっていう議会の考え方ってのは、これから形を変えたって、

そういう方向に進めざるを得ないんだからね、何も特別委員会を解散しなくたっていいん
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じゃないの。

まあ、皆さんのご意見を聞いてください。

○福原委員長 答弁っていうわけではないんですけども、まず、考え方っていうのは、提

案されたものに対して委員が、議員がそれをいろんな形でご意見を申し上げてまとめてい

こう。それと提案されなくても、私達の町はこういう形で病院を建設して運営していきま

しょうやと。この二つの考え方があるんです。

ですから、この二つの考え方は、これは従来と同じ形のもの、やっぱり行政の原則論と

いうのは、私達議員は議決権を持ってますから、提案されたものに対して質疑をして、そ

れが正しければ賛成する。しかし、特別委員会ですから、多くの意見を、方向性を議論し

た中でまとめていくっていう方が、私は正しいと思ってたものですから、そこでやはりち

ょっとすれ違いって言うんでしょうかね、ずれが生じたかなと。

それで、今の梶谷委員の言われたことに対して、休憩をして議長の方からも答弁をいた

だきたいと思います。

○福原委員長 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時２３分)

(再開 午前１０時２５分)

○福原委員長 再開します。

それでは、皆さんからご意見をもらう前に、今日までの経過経緯を若干皆様方にご説明

致します。

この特別委員会が結成されたのは、西川委員長が令和４年６月２７日に病院建設特別委

員会を開催致しました。そして、当初、建設予定地の関係でいろいろと議論がございまし

た。そして、４年の１０月２１日に予定地がほぼ決定致しました。ごめんなさい、令和４

年１２月１日に建設予定地が決定致しました。配置図が、別紙のとおり提示されました。

それと、令和５年２月２４日に平取の方に視察にまいりまして、そして、令和５年４月

２５日に会議録が提出されました。

そして、令和５年５月８日、町長は、２８年春開業を目指す建設方針を示しました。

同じく９月１２日、町長は一度立ち止まって、今の松前町に見合った計画に練り直すと

訂正致しました。これは、９月８日に特別委員会開催されまして、この時に前町長が一時

建設計画を凍結すると、そういうふうな流れでございました。

それで、この時に早急に判断をして、今後の方向性を出せば良かったなと、今も悔やん

でおりました。そして、こんな中で今発生してきていることが、議長も言われておりまし

た、今松前町の病院の建設計画を、それじゃあどう私達が捉えていったらいいのかという

ことで。

それで、今目の前に出ているのが、老朽化した病院の大改修をする、大きいお金がかか

ります。それと２点目は、老朽化した施設の改修を最小限にとどめ、新しい病院の建設計

画をしましょうやと。それと、もう１点は、規模と施工費を最小限度にとどめた建設計画、

ＥＣＩ方式って言いますけども、こういうふうな新しい方式が出てまいりました。それで、

私が次の方に報告書として、そしてまとめてお渡しすると時に、このことの選択が次の協

議の土台になるんでないかなと。

それで、ＥＣＩ方式っていうのは、先日ニセコに行った時に宿舎、７０人の宿舎を１年

で１５億ほどで建てました。これにはショックを受けました、全てひとまとめにしてつく
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った施設、設計であり、監督であり、全て。そんなことで、新しい時代の施工方法が生ま

れてきているもんですから、次の方にそのことをバトンタッチしたいなと思っておりまし

た。これから皆様方の意見を、もし、できれば忌憚のない意見をいただければなと思って

ました。いかがでしょうか。

齊藤委員。

○齊藤委員 私らも委員長も一番悩んできたのは、基本計画に関する調査特別委員会、こ

の基本計画っていうところに、いろんな悩みがあって、前の町長がこれからどうするか、

いったん立ち止まって、専門の業者を選んでやらせてみたいということで、次からの委員

会の開催っていうのはなかなか難しくなってきたと。それは、委員長も私らも同じ悩みで

きました。

基本計画っていうのが、町長の発言でもう立ち消えになったと、そう思うんです。だか

ら、町立病院建設に関する特別委員会であれば、今梶谷委員言うとおりだと思うんですよ。

基本計画っていうその名前があるために、委員長、私らも悩んできたと。だけど基本計画

に対する特別委員会のまとめということは、委員長一番最初に言われたんだけども、それ

は、前町長がこうこうこういう発言があって、特別委員会はしばらく開けなくなっていま

した、いうまとめで、私はそれだけでいいと思うんです。

だから、今後、委員長が言う病院の特別委員会ってやつは、基本計画っていうのを除い

てつくるべきでないかと思っています。だから、悩みはわかります、十分わかっているけ

れども、基本計画に関する特別委員会っていうのは、早く閉めるべきだと思いますし、閉

めてほしかったという思いを持ってます。だから、今言うようにまとめが必要であれば、

そういう理由でまとめても、文章短くてもまとめはどんでもいいわけですから。

そういう考え方に立って、まとめの意見をほしいということを最初に発言したんだから、

これによってこの委員会はストップしたよというまとめでも、何の問題もないと思うんで

すよ。だから、そういうまとめにして、この委員会をどうするかっていうことを最優先で

考えた方がいいと思うんです。以上です。

○福原委員長 他にありませんか。

今、齊藤委員が出していただいたご意見、これは私もずっと、凍結の段階から考えてま

した。そうして、凍結の段階で提案されたものがない、病院をつくるよと。ただ、文章と

しては立派な文章であります。この文章は病院をつくるうえにおいて、こういう考え方で、

こういう方向で病院を建設したらいいんでないかという、これは第１回目の資料でござい

ます。

ですから、そこの基本に考えていけば、そうすっと提示、提案された、されないってい

う議論ではなく、一応されてました。しかし、議論ができる余地ではなかったです、今齊

藤委員が言われたように、私もそう思ってます。

それで、早くこのことで結論を出したくて、委員会を開きたかったわけでございますけ

ど、なかなかそれが上手くかみ合わなかったってのが現実でございます。

他にございませんか。

梶谷委員。

先に齊藤委員。

○齊藤委員 私が言うのはね、病院建設に関する特別委員会っていうものであれば了解し

ますよ。だけども、病院建設の基本計画に関する特別委員会なってるんですから、基本計

画はなくなったと同じなんですから。だから、これは早いうちに私は閉めて、次の方に進

むべきだっていうことを委員長に申し上げてるんですよ。



- 7 -

それは、あなたがまとめの意見をほしいという発言であったから、まとめとしては基本

計画っていうものない委員会でなければ、いろいろと議論できなくなってしまうから、そ

の辺はきちんとして整理した方がいいということを発言してるんです。

○福原委員長 梶谷委員。

○梶谷委員 いろいろご意見あると思います。当然委員長はそういう期待をして、皆さん

にお諮りしてると思います。

ただね、今の特別委員会、それをご破算にして新しい特別委員会を設置するっていうこ

と自体がね、何考えてんだって話になりませんか。だってね、議長がこの特別委員会を設

置するにあたって、あなた発言、発議者なんですよね。そして、この特別委員会を設置し

たわけなんです。

その時点は、これは何日でしたっけ、西川さんの委員会を引き継いで、福原委員長にな

った、５年の、令和５年の９月でしたっけ、８月でしたっけ、９月ね。新しい議会になっ

てからの話。だから、その時に議長が発議された大義ってのはあるでしょう。こういう理

由で特別委員会ってのはつくるんだと。そして、名称はこだわるわけじゃないけども、や

っぱりあなたが、この何日だ、１０月３１日に我々に提示された書類を見ると、これもや

っぱりこういう話してる、前回設置の新病院建設に関する調査特別委員会の議論を踏まえ

たうえで、再度新病院建設に関する調査特別委員会、何も変わってないです。

それを直ちに設置するって言うんですから、なんなんなの、これ。ただ名前に私こだわ

るんであればね、何も変わってないです。

そしてね、更に新しい、まあ、新しいっていうか、前任者の石山町長があえて再三積み

重ねてきた基本計画ご破算にしました。それを引き継いで今の新しい町長が所信表明でね、

所信表明でこういうこと言ってるんですよ。現在進めております病院の経営改善並びに施

設の寿命化を含めて、将来の松前町に相応しい病院のあり方を検討するって言ってるの。

こういうことを言っているものを踏まえてね、あえて議長がこの新病院の特別委員会を設

置したんですけどね、今言うような話でね、いろいろへりくつ、表現悪いけどね、名前を

変えなければそういうことできないの。

提示されたもの以外はやっちゃいけないということであるとするならば、そしたら、若

佐町長になってからね、こういう考え方を述べられていることを踏まえてね、特別委員会

をつくったんだから、何の問題ないんでないのかなあ。まあ、続けてください。

○福原委員長 他にありませんか。

お諮り致します。

暫時休憩致します。

(休憩 午前１０時３８分)

(再開 午前１０時４０分)

○福原委員長 再開します。

他にありませんか。

齊藤委員。

○齊藤委員 何回も同じこと言いますけどね、委員長も我々も苦しんできたのは、基本計

画に関する調査特別委員会という名前なんですよ。基本計画はなくなってしまったと同じ

なんですから、だから、この委員会は閉鎖して、解散すべきじゃないかと。解散するのは

本会議でなければ解散できないと思いますので、本会議で諮るべきであるし、次の特別委
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員会云々の話は別個の話ですよ。

だから、今新たに課せられてるのは、基本計画そのものがなくなりましたので、あなた

の立場としては、この委員会を閉じたいという考え方に立つべきだと。一番わかりやすい

と思うんですよ、そういうふうに進めるべきだと思います。

○福原委員長 このように考えていきます、考えます。まず、今回の特別委員会は閉めま

す。それで、今梶谷委員がおっしゃったような、いろんなことに対する思いであり、考え

方であり。それと齊藤委員がおっしゃったように、第１回目が、あのような形で終わりま

したので、何の提案もなかったわけでございます、はっきり言いまして。ただし、資料と

しては文書化されておりました。

そんなことで、町側からの提案はなかったわけでございますけれども、今までの２年２

ヶ月休会したことに対して、何らかの文書表現をしておかなければ、ただ凍結したから終

わったというふうな文書の書き方であれば、特別委員会の用をなさないんでないかなあと

いう気持ちがあります。それで、まずは委員長、副委員長の方に、その文書表現はお任せ

いただきたいというふうに思っておりました。

そんなことで、今までの考え方、それと意見、意見がなければ、この程度で閉めたいと

思いますけれども、いかがでしょうか。

梶谷委員。

○梶谷委員 度々同じことを繰り返すんだけどもね、大義を持って特別委員会を設置した

発議者が、今言うような理論でね、提示されないままの形で発議したってことはどういう

ことなの。

きちっとそういうものがそこに出てくるという確信の下に、だから大事な特別委員会を

設置するんだという発議者がね、考え方を示されているんですよ。そしたら、何も議論を

できないもの、最初っから特別委員会設置したってことになりませんか。

これからだってね、仮に今新しい形で取り組むとすれば、どういう発議をしますか。議

長、参考までに。考え方とすればね、これは私も同じ考え方なんだけども、少なくとも、

地域医療守るために、松前町町立病院の重要性ってのは、みんな心配もして、期待もして

いるんですからね。それに応えるために、やっぱり我々も議論しなければいけないし、行

政執行者もそれに対応しなければいけないってことは、これは共通認識ですよ、それは共

通認識だよ。

だから最初から振り返ってね、くどい話するけど、何でそういうタイミングでそしたら

議長、発議されたんですかっていう話になっちゃうんじゃないの。なんにも議論もできな

い委員会を設置してしまって、結果的に２年間開会しました、２回目に招集した時にはこ

れで終わりますっていうね、話ってのは、逆に言ったら議長、あんた責任問われますよ、

そんな特別委員会の発議したんであれば。議論もできない委員会を設置したってことにな

りませんか。

だから、その辺をね、私はあまりことを荒々しくするつもりはないんですけども、やっ

ぱりもう少し整理して、本当にくどい話になっちゃうけど、４回も５回も我々に意見徴収

だとか、病院のあり方だとか、それからっていうような協議会開いたりね、資料提出した

りして、その過程にね、こういう過程になるっていうようなね、ものっていうのはね、本

当に遺憾に思いますよ。皆さんにもう一回聞いてみてください。

○福原委員長 暫時休憩します。

(休憩 午前１０時４６分)
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(再開 午前１０時４６分)

○福原委員長 再開致します。

他にありませんか。

齋木委員。

○齋木委員 意見ではないんですけれども、議長の方から委員長、副委員長に一任という

形でということでお話いただいてますので、今回、これはもう閉めると委員長の方からお

話がありました。なので、閉める方向で今は話さなければいけない。

齊藤委員からお話あったように、基本計画は立たなかった、だからこの委員会は進まな

かったという報告書でもいいとは思いますけれども、委員長のお気持ちとしては最初に話

し合ったように、ある程度の経過とその分析的なものは入れたいというお話であったと思

います。

なので、おそらく委員長、副委員長で一任され、まとめていくことになるんだと思いま

すけれども、他の委員、個人個人、何か意見があるんだったら、それだけいただいて閉め

るという方向をしないと進みませんので、この委員会が。ぜひそういう方向で、ちょっと

お話を、この議論を進めていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○福原委員長 今、齋木委員が言われたような考え方で、今回の委員会をまとめたいと思

いますので、そして、皆様方からの意見は、私達が、委員長、副委員長でまとめて報告書

に、気がついた点があったらメモって、そして私の、事務局の方に出していただければな

と思ってました。

それでは、お諮り致します。

調査報告書については、正副委員長にご一任していただきたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。

(「なし」という声あり)

○福原委員長 ご異議なしと認めます。

お諮り致します。作成しました調査報告書(案)については、後日委員の皆様方に配布し

ますので、それを基に、ご訂正などご指摘をいただければと思いますが、これにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」という声あり）

○福原委員長 ご異議なしと認め、そのように致します。

従いまして、次回の定例会に、新病院建設基本計画に関する調査特別委員会調査報告書

を提出致します。

以上をもちまして、令和５年第２回臨時会において設置されました、新病院建設基本計

画に関する調査特別委員会任務は終了致しました。

委員の皆様方からは、活発なご意見やご協力いただきましたことに対しまして、心より

感謝とお礼を申し上げます。どうもありがとうございました。

これをもちまして、新病院建設基本計画に関する調査特別委員会を閉会致します。

ご苦労様でした。

(閉会 午前１０時５０分)


